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第２期かすみがうら市人口ビジョン及び 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 

～デジタル田園都市国家構想の実現に向けて～ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２期かすみがうら市人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略は、第１期総合戦略での

成果を踏まえつつ、戦略期間における政策動向や社会経済動向等を十分考慮し、「令和時代の地方創生」

として、今後目指すべき本市の将来の方向性と人口の将来展望を提示し、実現に向けて取り組む施策

を示したものです。第２期かすみがうら市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定においては、第１

期戦略で位置づけた施策の評価を行い、効果的な施策を維持しつつ、将来の社会情勢を踏まえた新た

な考えで構成する施策を立案しました。 

本戦略は、2020 年度(令和２年度)から 2026 年度(令和 8 年度)までの 7 年間 とします。 

※本市の行政評価等については、「第 2 次かすみがうら市総合計画後期基本計画（計画期間：令和 4

年度～令和 8 年度）」を上位計画とし、本戦略の目標値の評価・検証を、各事業別に一元化して総

合的に評価・検証し、その結果を各事業へ効果的にフィードバックすることとしており、両計画等

との整合性を図り、一体的な進捗管理及び効果検証を引き続き行うため、現行の総合戦略の期間を

2 年間延長し、計画期間を統一することとします。 

― 概要版 ― 
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第２期かすみがうら市人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略 

Ⅰ 第２期人口ビジョン 

 現在の本市の人口は、社会増減（市内外への転入・転出による人口の増減）は転入超過傾向を示

しているものの、自然増減（出生や死亡による人口の増減）は大幅な減少となっており、総人口と

しては依然として減少傾向を示しています。総人口については、転入者が増加に転じても、高齢者

の人口が多い点を考慮すると、当面の間、自然増減については減少で推移すると見込まれます。 

第２期戦略において設定する施策誘導による人口推計については、当面人口の自然減少は続くと

予想されることから、社会増加数の確保を重視することとします。具体的には、第１期戦略を踏襲

し、出生率については 2027 年に 1.80、人口移動の均衡を見込みます。一方で、人口移動について

は、新たな視点として、移住・定住施策の強化、外国人市民との共生等による施策効果を見込むも

のとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－将来の人口の見通し 

【社会増減に 
関する目標】 
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施策誘導計 社人研推計

表「施策誘導計」：社人研推計（平成 25 年 3 月 27 日公表）に基づき、各種施策の展開によって一定

期間内に出生率の向上や人口移動の均衡が実現することを想定して推計。 

「社人研推計」：国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（令和 5（2023）年

推計）』（令和 5 年 12 月 22 日公表）より。2015 年社人研推計値については国勢調

査の実績。 

 

第１期戦略 第２期戦略 

図－人口見通しの前提となる自然増減と社会増減に関する目標 

■移住・定住施策の強化 
 →市内に居住する未婚者を中心とする婚活支援と連携

し、出会いから定住までを支援します。 
■外国人市民との共生 
 →外国人市民との交流創出や多文化共生の取り組みを強

化します。 

移住・定住施策の強化 
外国人市民との共生 

【自然増減に 
関する目標】 

【新たな視点】 

出生率 1.80(202７年) 

人口移動均衡 

出生率 1.80(202７年) 

人口移動均衡 
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―概要版― 

Ⅱ 第２期総合戦略 

Ⅱ－１ 第２期戦略の基本目標 

 第２期戦略については、第１期戦略で示した４つの基本目標を継承しつつ、関係人口の創出拡大、

Society5.0 の推進、持続可能な開発目標 SDGs の実現に向けた取組、多様な人材の活躍推進等、国で

示された「新たな視点」や「横断的な目標」を踏まえ、以下のような方向性で、地方創生に深化に向

けた新たなアクションプラン(通称“かすみがうら Version Up”(バージョンアップ))を推進します。 

 

 

 既存の産業集積を活用しつつ、高速道路や鉄道による広域利便性を活用しながら、引き続き企業

誘致に取り組むとともに、「第１次産業分野への就業」、「起業・創業」に対する支援を強化します。

また、情報技術を活用した「多様な働き方」の実現も目指します。 

 

 

 

 

 

 第１期において整備された歩崎地域での交流機能を基盤として、「シティプロモーション」や、「観

光企画力の強化」、「受け入れ態勢の充実」を図ることにより、交流人口から関係人口、さらには定

住への展開を目指します。 

 

 

 

 

 

 若い世代の出会いや結婚の支援については、「市民を対象とする婚活支援」に重点を置くととも

に、国の施策と連動しつつ、霞ヶ浦をはじめとする本市の「地域資源を生かした子育て環境」の創

出を目指します。また、地域に対する理解とともに、「国際化や情報化に対応した教育」に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

 人口減少や高齢化に伴い従来から課題となっている、地域の継承やコミュニティの活性化につい

て、「地域への若年層の参加」などの新たな視点を取り入れるとともに、「外国人市民の受け入れ」、

「安全・安心な環境づくり」、「人生 100 年時代への対応」などに取り組みます。 

 

■基本目標３ ＫＰＩ  市が実施する婚活サポートセンター事業及びいばらき出会い 

サポートセンターを通じた婚姻数 ７年間で７組 

■基本目標４ ＫＰＩ  多文化共生ボランティアの増加数  

７年間で 70人増(現状 30人) 

基本目標－１ かすみがうら市の特色を活かして、安定した雇用を創出する 

基本目標－２ 地域の魅力を磨き新しい人の流れをつくる 

基本目標－３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標－４ 安心な暮らしを守り、地域と地域をつなぎ、定住を促進する 

■基本目標１ ＫＰＩ  企業誘致等による市内での就業者増加数  

７年間で 33人増(企業立地４件×３人 新規就農者 21人) 

■基本目標２ ＫＰＩ  関係人口増加数(地域や地域の人々と多様に関わる地域づくり

の担い手となり得る人口の増加数) ７年間で 1400人増 
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第２期かすみがうら市人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

Ⅱ－２ 第２期戦略の体系 

 第２期戦略では、地方創生の進化に向けたアクションプラン“かすみがうら Version Up”として、

４つの基本目標に基づき関連施策を構成します。なお、戦略の体系において、持続可能なまちづくり

に向けた視点として SDGs に示された 17 の目標との関わりを以下のとおり示します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規就農・就漁者への支援

果樹等の農業継承の推進

販路の拡大

地域ブランドの推奨と地域産品の消費拡大

企業誘致と連携体制の強化

産業・交流を創出する土地利用の推進

都市基盤の整備（産業基盤、居住基盤、都市内ネットワーク）

市内事業者に対する支援体制の充実

新しい働き方ができる環境づくり

地域を支える若い人材の組織化支援

自然環境を活かしたスポーツイベントの開催

フィールドスポーツの環境整備

霞ヶ浦を生かした水辺のスポーツ振興

地域資源を生かした体験交流型観光の受け入れ態勢強化

観光企画・マーケティング力の強化

歴史的価値のある資源の活用振興

移住・定住の推進

かすみがうら市の魅力発信

市民の結婚と定住に向けた支援の強化

子育て支援の充実

国際化・情報化に対応した特色ある教育の充実

青少年健全育成の推進

多文化共生のまちづくりの推進

コミュニティ活動の充実

集落部の暮らしの拠点づくり

廃校の活用

防災力の強化

エネルギーの複線化

公共交通による広域アクセスの向上と移動円滑化の確保

人生100年時代に向けた健康寿命の増進

                    かすみがうら　Version Up

４．安心な暮らしを守り、地域と地域をつなぎ、定住を促進する

３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

２．地域の魅力を磨き新しい人の流れをつくる

１．かすみがうら市の特色を活かして、安定した雇用を創出する


